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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】下降流触媒反応器用の流体を混合および分配す
るための装置の提供。
【解決手段】収集手段５を備える収集帯域Ａと、実質上
垂直な収集管と、収集管内へと開口した少なくとも１個
の注入手段と、混合チャンバ１５を備える混合帯域Ｂと
、混合帯域Ｂの下方に位置する分配帯域Ｃとを備え、混
合チャンバは収集管と連通する第１端部と流体交換チャ
ンバ１６と連通する第２端部とを備え、交換チャンバは
混合チャンバの下方に位置し、交換チャンバの長さは混
合チャンバの長さより長く、分配帯域は複数の煙突１３
を保持する分配プレート１２と複数の水平パネル３３と
を備え、水平パネルは煙突１３の上方或いは煙突上に位
置する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下降流触媒反応器用の流体を混合および分配するための装置であり、前記装置は：
　―　少なくとも１個の収集手段（５）を備える少なくとも１個の収集帯域（Ａ）と；
　―　前記収集手段（５）によって収集された反応流体を受けることが可能な少なくとも
１個の実質上垂直な収集管（７）と、クエンチ流体を注入するために前記収集管（７）内
へと開口した少なくとも１個の注入手段（８）と；
　―　流体の流れ方向における前記収集管（７）の下流に位置する少なくとも１個の混合
帯域（Ｂ）であって、前記混合帯域（Ｂ）は、長さＬ１の流体混合チャンバ（１５）を少
なくとも１個備え、前記混合チャンバ（１５）は、前記収集管（７）と連通する第１端部
と、前記混合チャンバ（１５）の下方に位置する長さＬ２の流体交換チャンバ（１６）と
連通する第２端部とを備え、前記交換チャンバ（１６）の長さＬ２は、前記混合チャンバ
（１５）の長さＬ１より厳密に長く、このことにより前記交換チャンバ（１６）にシーリ
ング（３０）が作り出され、前記シーリング（３０）は、流体が、前記交換チャンバ（１
６）から分配帯域（Ｃ）へと通過することを可能とする開口部（３１）を少なくとも１個
備える、混合帯域（Ｂ）と；
　―　混合帯域（Ｂ）の下方に位置し、流体の流れ方向における前記混合帯域（Ｂ）の下
流に位置する少なくとも１個の分配帯域（Ｃ）であって、前記分配帯域（Ｃ）は、複数の
煙突（１３）を保持する分配プレート（１２）と、複数の水平パネル（３３）とを備え、
水平パネル（３３）は、交換チャンバ（１６）のシーリング（３０）の開口部（３１）の
下方に位置し、かつ、分配帯域（Ｃ）の分配プレート（１２）の煙突（１３）の上方或い
は煙突（１３）上に位置する、分配帯域（Ｃ）と、を備える、装置。
【請求項２】
　混合チャンバ（１５）の長さＬ１と交換チャンバ（１６）の長さＬ２との比は、０．１
～０．９であることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　開口部（単数または複数）（３１）によって占められる表面積の百分率は、シーリング
（３０）の全表面積に対して２０～１００％であることを特徴とする、請求項１および２
のいずれかに記載の装置。
【請求項４】
　開口部（単数または複数）（３１）によって占められる表面積の百分率は、シーリング
（３０）の全表面積に対して１００％に等しいことを特徴とする、請求項３に記載の装置
。
【請求項５】
　前記水平パネル（３３）は、分配プレート（１２）の煙突（１３）の上方に、最大１０
０ｍｍの高さで位置することを特徴とする、請求項１～４のいずれか１つに記載の装置。
【請求項６】
　前記水平パネル（３３）は、分配プレート（１２）の煙突（１３）上に位置することを
特徴とする、請求項１～４のいずれか１つに記載の装置。
【請求項７】
　前記水平パネル（３３）によって占められる断面の表面積は、分配帯域（Ｃ）の断面の
表面積の２～９５％の範囲であることを特徴とする、請求項１～６のいずれか１つに記載
の装置。
【請求項８】
　前記水平パネル（３３）は、１～５０ｍｍの距離分、互いに間隔をあけて配置されてい
ることを特徴とする、請求項１～７のいずれか１つに記載の装置。
【請求項９】
　前記混合帯域（Ｂ）は、分配帯域（Ｃ）の中心軸に対してずれており、分配帯域（Ｃ）
は、分配プレート（１２）上に２つの帯域（Ｚ１）および（Ｚ２）を形成し、帯域（Ｚ１
）の表面積と帯域（Ｚ２）の表面積との関係として定義される比Ｒは、０～１（値０およ
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び１を含まない）であることを特徴とする、請求項１～８のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１０】
　混合チャンバ（１５）は、底部（２３）を備え、底部（２３）は、斜角のついた形状を
有しかつ混合チャンバ（１５）の長手方向軸ＸＸ’に対し２０～７０°の角度αをなす端
部縁部（２７）を有することを特徴とする、請求項１～９のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１１】
　注入手段（８）は、前記収集管（７）内へと直接開口するノズルによって補われ、前記
ノズルは、前記収集管（７）内へと開口する少なくとも１個のオリフィスを備える管から
なることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１２】
　前記交換チャンバ（１６）はまた、その側壁（２０）に、流体が前記交換チャンバ（１
６）から前記分配帯域（Ｃ）へと通過するのに適した複数の横通路部（１７）を備えるこ
とを特徴とする、請求項１～１１のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１３】
　装置はまた、少なくとも１個の側方ディフレクター（３２）を備え、側方ディフレクタ
ー（３２）は、少なくとも１個の横通路部（１７）に対向する前記分配帯域（Ｃ）内に位
置することを特徴とする、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記混合チャンバ（１５）と前記交換チャンバ（１６）との体積比は、５～６０％であ
ることを特徴とする、請求項１～１３のいずれか１つに記載の装置。
【請求項１５】
　請求項１～１４のいずれか１つに記載の流体を混合および分配するための装置を有する
中間帯域によって隔てられた少なくとも２個の固定触媒床（２、１４）を含むチャンバを
有する下降流触媒反応器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発熱反応の分野に関連し、より具体的には、固定床反応器内で行われる、水
素化処理、水素化脱硫、水素化脱窒素、水素化分解、水素添加、水素化脱酸素、水素化異
性化（hydroisomerization）、水素化脱ろう、または水素化脱芳香族の、反応に関連する
。さらに具体的には、本発明は、併流下降流反応器内で流体を混合および分配するための
装置、並びに、発熱反応を行うためのその使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、精製所および／または石油化学において行われる発熱反応は、クエンチ流体と
称される追加流体によって冷却される必要があるが、これは、発熱反応が行われる触媒反
応器の熱暴走を回避するためである。これらの反応のために用いられる触媒反応器は、一
般に、少なくとも１個の固体触媒床を備える。反応の性質が発熱性であるので、反応器に
含まれる触媒床内のホットスポット（hot spots）の存在を回避するためには、軸方向の
温度勾配を反応器断面にわたり均一に保ち、半径方向の温度勾配を反応器内でゼロに近似
するように保つことが必要となってくる。帯域が高温すぎる場合、触媒の活性を時期尚早
に低減させてしまう可能性および／または非選択的反応に至る可能性および／または熱暴
走に至る可能性がある。従って、反応器内に少なくとも１個の混合チャンバを備え、前記
混合チャンバは２個の触媒床の間に位置することが重要であり、これにより、流体の温度
分布が反応器断面にわたり均一になること、および反応流体が所望の温度に冷却されるこ
とが可能となる。
【０００３】
　この均一化をもたらすために、当業者は、しばしば特定の内部配置を用いる必要がある
。これは複雑になる場合があるが、この配置を用いることにより、クエンチ流体が、反応
器断面に出来るだけ均一に導入されることが可能となる。例えば、特許文献１は、クエン
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チ流体（単数または複数）・プロセス流体（単数または複数）間の効果的な熱交換を確実
なものとすることを可能とするクエンチ装置を開示している。この装置は、チャンバ内に
組み込まれており、クエンチ流体を注入するための管と、流体を収集するためのバッフル
と、クエンチ流体と下方に流れる反応流体との混合をもたらすクエンチボックスと、有孔
皿および分配プレートから構成される分配システムとを備える。クエンチボックスは、流
体を、前記チャンバの軸に平行ではない実質上非半径方向に渦運動（swirling movement
）させるディフレクターと、反応流体の流れ方向におけるディフレクターの下流に、クエ
ンチボックス内に形成された流体の混合物のための、少なくとも１個の出口通路部とを有
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＦＲ２８２４４９５　Ａ１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記のような装置は、いくらかの欠点を有する：
　―　この装置は、流体の混合および分配の有効性、特に高い流体流量（クエンチ流体お
よび／または反応流体）の観点から、十分であるとは言い難い；
　―　この装置は、かなりかさ高く、それ故に、このような装置を用いる反応器内で失わ
れたスペースが、触媒の使用可能量に影響を与えている。
【０００６】
　本発明の目的は、コンパクト性を失うことなく、或いは更にはコンパクト性の向上を実
現しつつ、より効果的な流体の混合が可能となり、従って、分配プレート上で流体がより
良好に分配されることが可能となる、混合・分配装置を提案することにより、上記問題を
解決することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の主題は、下降流触媒反応器用の流体を混合および分配するための装置であり、
前記装置は：
　―　少なくとも１個の収集手段を備える少なくとも１個の収集帯域と；
　―　前記収集手段によって収集された反応流体を受けることが可能な少なくとも１個の
実質上垂直な収集管と、クエンチ流体を注入するために前記収集管内へと開口した少なく
とも１個の注入手段と；
　―　流体の流れ方向における前記収集管の下流に位置する少なくとも１個の混合帯域で
あって、前記混合帯域は、長さＬ１の流体混合チャンバを少なくとも１個備え、前記混合
チャンバは、前記収集管と連通する第１端部と、前記混合チャンバの下方に位置する長さ
Ｌ２の流体交換チャンバと連通する第２端部とを備え、前記交換チャンバの長さＬ２は、
前記混合チャンバの長さＬ１より厳密に長く、これにより前記交換チャンバにシーリング
(ceiling)が作り出され、前記シーリングは、流体が、前記交換チャンバから分配帯域へ
と通過することを可能とする開口部を少なくとも１個備える、混合帯域と；
　―　混合帯域の下方に位置し、流体の流れ方向における前記混合帯域の下流に位置する
少なくとも１個の分配帯域であって、前記分配帯域は、複数の煙突を保持する分配プレー
トと、複数の水平パネルとを備え、水平パネルは、交換チャンバのシーリングの開口部の
下方に位置し、かつ、分配帯域の分配プレートの煙突の上方或いは煙突上に位置する、分
配帯域と、を備える。
【０００８】
　好ましくは、混合チャンバの長さＬ１と交換チャンバの長さＬ２との比は、０．１～０
．９である。
【０００９】
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　有利には、開口部（単数または複数）によって占められる表面積の百分率は、シーリン
グの全表面積に対して２０～１００％である。
【００１０】
　ある特定の実施形態において、開口部（単数または複数）によって占められる表面積の
百分率は、シーリングの全表面積に対して１００％に等しい。
【００１１】
　本発明による一実施形態において、前記水平パネルは、分配プレートの煙突の上方に、
最大１００ｍｍの高さで位置する。
【００１２】
　本発明による別の実施形態において、前記水平パネルは、分配プレートの煙突上に位置
する。
【００１３】
　有利には、前記水平パネルによって占められる断面の表面積は、分配帯域（Ｃ）の断面
の表面積の２～９５％の範囲である。
【００１４】
　有利には、前記水平パネルは、１～５０ｍｍの距離分、互いに間隔をあけて配置されて
いる。
【００１５】
　本発明による一実施形態において、前記混合帯域は、分配帯域の中心軸に対してずれて
おり、分配帯域は、分配プレート上に２つの帯域（Ｚ１）および（Ｚ２）を形成し、帯域
（Ｚ１）の表面積と帯域（Ｚ２）の表面積との関係として定義される比Ｒは、０～１（値
０および１を含まない）である。
【００１６】
　本発明による一実施形態において、混合チャンバは、底部を備え、底部は、斜角のつい
た形状を有しかつ混合チャンバの長手方向軸ＸＸ’に対し２０～７０°の角度αをなす端
部縁部を有する。
【００１７】
　本発明による一実施形態において、注入手段は、前記収集管内へと直接開口するノズル
によって補われ、前記ノズルは、前記収集管内へと開口する少なくとも１個のオリフィス
を備える管からなる。
【００１８】
　有利には、前記交換チャンバはまた、その側壁に、流体が前記交換チャンバから前記分
配帯域へと通過するのに適した複数の横通路部を備える。
【００１９】
　好ましくは、本発明による装置はまた、少なくとも１個の側方ディフレクターを備え、
側方ディフレクターは、少なくとも１個の横通路部に対向する前記分配帯域内に位置する
。
【００２０】
　有利には、前記混合チャンバと前記交換チャンバとの体積比は、５～６０％である。
【００２１】
　本発明の別の主題は、下降流触媒反応器に関し、下降流触媒反応器は、本発明による流
体を混合および分配するための装置を有する中間帯域によって隔てられた少なくとも２個
の固定触媒床を含むチャンバを有する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】図１は、固体触媒床を少なくとも２個備え、かつ、本発明による、流体を混合お
よび分配するための装置を備える、下降流触媒反応器の横断面を示す。
【図２】図２は、本発明による装置の混合帯域（Ｂ）の斜視図である。
【図３】図３は、横通路部を備える本発明による装置の混合帯域（Ｂ）の斜視図である。
【図４】図４は、本発明による装置の断面図であり、前記装置は、複数の水平パネル３３
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を備える。
【図５】図５は、ある特定の実施形態における、本発明による装置の断面図である。混合
帯域（Ｂ）は、分配帯域（Ｃ）の中心軸に対してずれており、従って、異なる表面積を有
する２つの帯域、Ｚ１およびＺ２、を備える分配プレート１２を形成している。
【図６】図６は、本発明による装置の、ある特定の実施形態の混合帯域（Ｂ）の軸（ＸＸ
’）に沿う断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　定義
　本発明の意味合いの中で、混合チャンバは、反応流体とクエンチ流体の混合がもたらさ
れる空間であると理解される。交換チャンバは、混合された反応流体およびクエンチ流体
が、少なくとも１個の開口部を介して、流体の分配帯域と直接接触する空間であると理解
される。
【００２４】
　（詳細な説明）
　以下に記載する実施形態は全て、本発明の全般的な開示の一部であり、互いに組合せ可
能である。
【００２５】
　本発明による混合・分配装置は、水素化処理、水素化脱硫、水素化脱窒素、水素化分解
、水素添加、水素化脱酸素、水素化異性化（hydroisomerization）、水素化脱ろう、また
は水素化脱芳香族の、反応が行われる反応器内で用いられる。通常、反応器は、実質上垂
直な軸に沿った細長い形状を有する。少なくとも１個の反応流体（「プロセス流体」とも
称される）は、前記反応器の頂部から、少なくとも１個の固定触媒床を通って、前記反応
器の底部に流れるようになされる。有利には、反応流体は、最後の１個の床は別として各
床の出口で収集された後、前記装置内でクエンチ流体と混合されて、その後、分配プレー
トの下流に位置する触媒床へと分配される。下流および上流は、反応流体の流れ方向に対
して定義される。反応流体は、気体、または液体、または液体と気体とを含む混合物であ
ってもよく、これは、反応器内で行われる反応の種類に依存する。
【００２６】
　図１を参照すると、混合・分配装置は、少なくとも１個の反応流体が、頂部から少なく
とも１個の触媒床２を通って底部へと流れるようにされる実質上垂直な軸に沿って、細長
い形状の反応器１のチャンバ内に配置されてもよい。この装置は、反応器１のチャンバ内
の反応流体の流れ方向に対して、触媒床２の下方に配置される。支持格子３により、触媒
床２を支持することが可能となり、これにより触媒床２の下方に配置された収集帯域（Ａ
）のスペースがとれるようになる。収集帯域（Ａ）は、反応流体が収集管７へと下方に排
出されるのを可能とする必要がある（図４および５参照）。クエンチ流体は、クエンチ流
体の注入手段８を介して、収集管７へと注入される（図４および５参照）。クエンチ流体
は、液体、或いは気体、或いは液体または気体を含む混合物であってもよい。
【００２７】
　触媒床２を通過する反応流体は、実質上水平な収集手段５（ここでは収集バッフルとも
称される）によって収集されて、実質上垂直な収集管７に至る。収集管７は、収集帯域（
Ａ）の下方であって混合帯域（Ｂ）と称される帯域内に配置される（図１、４、および５
に示される）か、或いは、収集帯域（Ａ）内に配置される（図示されない）かのいずれか
である。
【００２８】
　実質上垂直および実質上水平は、本発明の意味合いにおいて、±５度の角度分のばらつ
きを有する、それぞれ垂直または水平な平面を意味すると理解される。収集手段５（図１
参照）は、触媒床２の支持格子３下方の反応器の長手方向軸に直交する平面に配置された
中実プレートからなる。収集手段５のプレートは、反応器１の表面積全体にわたり半径方
向に延在する。それは、その両端の一方において、前記収集管７が接続される開口部６（
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図４および５参照）を有する。収集手段５により、触媒床２の上流から来る反応流体の流
れを収集すること、および収集した流れを前記収集管７に向けることが可能となる。収集
手段５は、触媒床２の支持格子３から高さＨ１の分、間隔をあけて配置されている（図１
）。高さＨ１は、触媒床２から流れる流体の収集中、圧力降下を制限するように、かつ、
ガード高さ、すなわち、収集手段５内に蓄積した液体によって形成される高さを制限する
ように、選択される。ガード高さによって、反応流体の収集管７への排出、または反応流
体の収集管７内での流れ、または反応流体の上方触媒床２内での流れが変化することはな
い。収集管７および注入手段８（図４および５）は、混合帯域（Ｂ）のレベルに位置して
いる。高さＨ１は、１０～５００ｍｍ、好ましくは１０～２００ｍｍ、より好ましくは３
０～１５０ｍｍ、さらに一層好ましくは４０～１００ｍｍである。このようにして、触媒
床２から来る反応流体は、収集帯域（Ａ）において、収集管７を通過するようにされる。
収集管７および注入手段８が収集帯域（Ａ）の高さに位置する場合、高さＨ１は、１０～
４００ｍｍ、好ましくは３０～３００ｍｍ、より一層好ましくは５０～２５０ｍｍである
。
【００２９】
　好ましくは、収集管７およびクエンチ流体の注入手段８は、混合帯域（Ｂ）内に位置し
、これによりコンパクト性の向上が可能となる。この装置のコンパクト性によって節約で
きたスペースは、従って、触媒床のために利用可能となる。
【００３０】
　収集帯域（Ａ）の下方に位置するのは、混合帯域（Ｂ）である。図１～５を参照する。
混合帯域（Ｂ）は、実質上垂直な収集管７を備える。収集管７は、収集手段５によって収
集された反応流体と、収集管７内へと開口した注入手段８（図４参照）から来るクエンチ
流体とを受けることが可能である。
【００３１】
　混合帯域（Ｂ）は、長さＬ１（図３参照）の混合チャンバ１５を備える。混合チャンバ
１５は、流体の流れ方向において収集手段の下流に位置する。混合チャンバ１５の断面は
、好ましくは矩形をなす。収集管７は、混合チャンバ１５と連通しており、混合チャンバ
１５の上方に位置していてもよく、或いは前記混合チャンバ１５内に含まれていてもよい
。好ましくは、収集管７は、混合チャンバ１５内に含まれている。同様に、注入手段８は
、前記混合チャンバ１５と同じレベルで、混合チャンバ１５の上方に開口していてもよく
、或いは、当業者によって知られた装置、例えば混合チャンバ１５を通る有孔管を介して
前記混合チャンバ１５の内部に直接開口していてもよい。クエンチ流体は、収集帯域（Ａ
）から来る反応流体に対して、併流、交差流、または逆流の様式で注入されてもよい。
【００３２】
　混合帯域（Ｂ）はまた、長さＬ２（図３参照）の流体交換チャンバ１６を備える。交換
チャンバ１６は、流体の流れ方向において混合チャンバ１５の下流に位置する。交換チャ
ンバ１６の断面は、好ましくは矩形をなす。本発明によると、交換チャンバ１６は、混合
チャンバ１５の下方に位置する。好ましくは、混合チャンバ１５は、交換チャンバ１６上
に載置される。流体は、混合チャンバ１５から、開口部１８（図２参照）を介して交換チ
ャンバ１６へと通過する。開口部１８は、流体の流れ方向において混合チャンバ１５の出
口端部に位置する。混合帯域（Ｂ）の上記構成により、混合チャンバ１５内で混合される
べき流体と前記混合物とが、交換チャンバ１６へと流れることが可能となる。反応流体お
よびクエンチ流体は、交換チャンバ１６内で混合され続ける。
【００３３】
　本発明によると、交換チャンバ１６の長さＬ２は、混合チャンバ１５の長さＬ１より厳
密に長く、これにより、前記交換チャンバ１６に、混合チャンバ１５から張り出した部分
であるシーリング(ceiling)３０が作り出される。前記シーリング３０は、流体が、前記
交換チャンバ１６から前記分配帯域（Ｃ）へと通過するのに適した開口部３１を少なくと
も１個備える。前記開口部３１は、任意の形状を有する１個以上のオリフィスおよび／ま
たは１個以上のスロットの形態のいずれであってもよい。本発明による装置のこのような
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構成において、交換チャンバに開口部３１を作り出すことによって、交換チャンバ１６か
ら流出する流体、特にガス状の流体の流量をよりよく管理することが可能となり、従って
、分配帯域（Ｃ）の分配プレート１２に与える、流体の流量の影響を制限することが可能
となる。好ましくは、混合チャンバ１５の長さＬ１と交換チャンバ１６の長さＬ２との比
は、０．１～０．９、好ましくは０．３～０．９である。有利には、開口部（単数または
複数）３１によって占められる表面積の百分率は、シーリング３０の全表面積に対して、
２０～１００％、好ましくは３０～８０％である。本発明による一実施形態において、前
記開口部３１の表面積の百分率は、シーリング３０の全表面積の１００％に等しい。この
ことは、シーリング３０が分配帯域（Ｃ）に対し完全に開口していることを意味する。
【００３４】
　有利には、混合チャンバ１５および交換チャンバ１６の各両端は、反応器１のチャンバ
の壁に接触していない。このことにより、流体が、混合チャンバ１５および交換チャンバ
１６のいずれかの側で分配プレート１２上に流れることが可能となる。有利には、混合チ
ャンバ１５および交換チャンバ１６（単数または複数）は、１個の部品を形成する。
【００３５】
　前記混合チャンバ１５と前記交換チャンバ１６の蓄積合計高さＨ２は、２００～１５０
０ｍｍ、好ましくは２００～８００ｍｍ、より好ましくは３００～７５０ｍｍ、さらに一
層好ましくは３５０～７００ｍｍである。
【００３６】
　好ましくは、交換チャンバ１６の幅「Ｌ」（図２参照）は、２００～１１００ｍｍ、好
ましくは２００～８００ｍｍ、より好ましくは２５０～７００ｍｍ、さらに一層好ましく
は３００～６００ｍｍである。
【００３７】
　混合チャンバ１５と交換チャンバ１６との体積比（％）は、１０～９０％、好ましくは
５０～９０％、さらに一層好ましくは７５～９０％である。
【００３８】
　本発明による一実施形態において（図示されず）、上記のクエンチ流体の注入手段８は
、収集管７内へと直接開口するノズルによって補われてもよく、この場合、前記ノズルは
、前記収集管７内へと開口する少なくとも１個のオリフィスを備える管からなる。好まし
くは、前記ノズルは、前記管の表面全体にわたり均一に分散された複数のオリフィスを備
える。オリフィスの形状は、きわめて可変であってよく、通常は円形または矩形である。
これらのオリフィスは、好ましくは、ノズルの表面全体にわたり均一に分散されている。
【００３９】
　有利には、混合チャンバ１５の底部２３（図６参照）は、斜角のついた形状を有しかつ
混合チャンバ１５の長手方向軸ＸＸ’に対し２０～７０°、好ましくは３０～６０°、さ
らに一層好ましくは３０～４５°の角度をなす端部縁部２７を備えてもよい。混合チャン
バ１５の端部縁部がこのような形状を有することにより、開口部１８において渦型の流体
の流れを作り出すことが可能となる。これにより、流体の混合の効率を向上させる効果が
もたらされ、特に、混合チャンバ１５の側壁のいずれかの側に位置する流体の流れとなる
ラインを相互に混合することが可能となる。加えて、混合チャンバ１５のこのような構成
によって、混合チャンバ・交換チャンバ間の流体速度を低減させる効果がもたらされる。
開口部１８における流体速度が低減されると、その結果、圧力降下が最小限になされる。
【００４０】
　混合帯域（Ｂ）の下方に位置するのは、分配帯域（Ｃ）である。分配帯域（Ｃ）は、高
さＨ３（図１参照）にわたり延在し、分配プレート１２と複数の水平パネル３３（図４参
照）とを備える。分配プレート１２は、複数の煙突１３を保持する。水平パネル３３は、
交換チャンバ１６のシーリング３０の開口部３１の下方に位置し、かつ、分配プレート１
２の煙突１３の上方或いは煙突１３上に位置する。より具体的には、煙突１３は、その上
方部分において上方開口部によって開口しており、その側壁にそって、一連の側方オリフ
ィスを有する。側方オリフィスは、（オリフィスを通過する）液相と（上方開口部を通過
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する）気相の通過を分離するようになされている。これにより、前記煙突１３内部におけ
る液相・気相の均質な混合がもたらされる。側方オリフィスの形状は、きわめて可変であ
ってよく、通常は円形または矩形である。これらのオリフィスは、好ましくは、煙突のそ
れぞれにわたり、１つの煙突から別の煙突まで、いくつかの実質上同一レベルで、一般に
少なくとも１つのレベルで、好ましくは１～１０のレベルで分散されている。これにより
、気相・液相間で、可能な限り整った（平面的な）インターフェイスの確立が可能となっ
ている。有利には、分配帯域の高さＨ３は、２０～１５００ｍｍ、より好ましくは５０～
８００ｍｍ、さらに一層好ましくは１００～６００ｍｍである。
【００４１】
　分配プレート１２上の流体の均一な分配を確実なものとするために、装置は、複数の水
平パネル３３（図４参照）を備える。水平パネル３３は、分配帯域（Ｃ）内において、交
換チャンバ１６のシーリング３０の開口部３１の下方に位置し、かつ、分配プレート１２
（図１参照）の煙突１３の上方或いは煙突１３上に位置する。水平パネル３３が存在する
ことにより、分配プレート１２上での流体の事前分配が可能となる。好ましくは、前記水
平パネル３３は、１～５０ｍｍ、好ましくは５～２０ｍｍの距離分、互いに間隔をあけて
配置されている。これにより、流体が、水平パネル３３と分配プレート１２の間に位置す
る空間へと流れることが可能となる。好ましくは、前記水平パネル３３は、分配プレート
１２の煙突１３から０～１００ｍｍの高さに位置する。水平パネルが分配プレートの煙突
上に載置されている場合、例えば斜角のついた端部を有することで、煙突は、ガス状の流
体の通過が可能となるように構成されている。好ましくは、前記水平パネル３３によって
占められる断面の表面積は、分配帯域（Ｃ）の断面の表面積の２～９５％、より好ましく
は２～２０％の範囲である。本発明による装置がこのように構成されていることにより、
前記装置のかさを増やすことなく、流体が良好に混合されるという有効性を確実なものと
することが可能となる。本発明による１つの特定の実施形態において、水平パネル３３は
、複数の打ち抜き孔を備える。打ち抜き孔により、流体が、水平パネル３３と分配プレー
ト１２の間に位置する空間へと流れることが可能となる。各水平パネル３３について、前
記打ち抜き孔によって占められる表面積は、水平パネル３３の全表面積に対して、１～２
０％、好ましくは２～５％である。
【００４２】
　１つの特定の実施形態において、交換チャンバ１６はまた、その側壁２０に、流体が混
合帯域（Ｂ）から分配帯域（Ｃ）へと通過するのに適した横通路部１７（図３参照）を備
えてもよい。加えて、装置は、場合により、少なくとも１個の側方ディフレクター３２（
図５参照）を備えてもよく、その場合、側方ディフレクター３２は、少なくとも１個の横
通路部１７に対向する前記分配帯域（Ｃ）内に位置する。好ましくは、装置は、少なくと
も１対の側方ディフレクター３２を備える。この側方ディフレクター３２は、横通路部１
７に対向する交換チャンバ１６のいずれかの側の分配帯域（Ｃ）内に位置する。
【００４３】
　有利には、混合帯域（Ｂ）、すなわち、混合チャンバ１５および交換チャンバ１６は、
分配帯域（Ｃ）の中心に対してずれている（図５参照）。混合帯域が分配帯域の中心に対
してずれていることにより、装置の検査およびメインテナンスの操作がより容易となると
いう利点がもたらされる。装置の上記特定の構成により、分配プレート１２が、表面積の
異なる２つの帯域Ｚ１およびＺ２（Ｚ１＜Ｚ２）に分けられる（図５参照）。帯域Ｚ１お
よびＺ２は、それぞれ、交換チャンバ１６の側壁２０と、反応器１のチャンバの周囲と、
交換チャンバ１６の端部２１および２２をそれぞれ通過する２つの軸ＡＡ’およびＢＢ’
との間に構成される、分配プレート１２の表面積として、定義される（Ｚ１＜Ｚ２である
と理解される）。Ｒは、帯域Ｚ１の表面積と帯域Ｚ２の表面積の関係として定義される（
Ｒ＝Ｚ１／Ｚ２）。Ｒは、０～１である（値０および１を含まない）と理解される。従っ
て、本発明による装置が横通路部１７を備える場合、並びに、分配プレート１２の２つの
帯域Ｚ１およびＺ２にわたる流体の良好な分配を確実にするために、交換チャンバ１６の
横通路部１７を通過する流体の流量は、比Ｒの関数として適応されてきた。Ｓｐは、分配
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プレート１２の帯域Ｚ１に対向する（すなわち、分配プレートの表面積が最小となる側に
位置する）側壁２０の横通路部１７の全表面積であると理解される。Ｓｇは、分配プレー
ト１２の帯域Ｚ２に対向する（すなわち、分配プレートの表面積が最大となる側に位置す
る）側壁２０の横通路部１７の全表面積であると理解される。分配プレートの２つの帯域
にわたる流体の良好な分配は、表面積の比であるＳｐ／ＳｇＲ’が、０．５～１．５、好
ましくは０．６～１．４である場合、得られる。具体的には、交換チャンバ１６の出口に
おいて特定の分配手段が存在しない場合、分配プレート１２の２つの帯域Ｚ１およびＺ２
には、同一の流体流量が供給され、その結果、流体の分配が不良となり、ひいては、分配
プレート１２にわたる流体の分配性能の著しい損失が引き起こされる。それが交換チャン
バ１６の壁２０に横通路部１７を備える場合、横通路部１７の全表面積は、問題となって
いる側が、分配表面積が最小（Ｚ１）である側か、或いは最大（Ｚ２）である側かによっ
て異なる。本発明の装置により、交換チャンバ１６の出口において、圧力降下を生み出す
ことが可能となり、これにより、比Ｒ（Ｒ＝Ｚ１／Ｚ２）に応じて流体流量を変えること
が可能となる。
【００４４】
　本発明による一実施形態において、交換チャンバ１６は、分配帯域（Ｃ）の水平パネル
３３上に直接配置されている（例えば、図１に示されているように）。別の実施形態にお
いて（図示されず）、交換チャンバ１６は、前記水平パネル３３から距離「ｄ」、好まし
くは２０～１５０ｍｍ、より好ましくは３０～８０ｍｍ離れたところに位置する。交換チ
ャンバ１６と水平パネル３３の下方に構成されるスペースにより、前記水平パネル３３の
表面積全体にわたる流体の分配が可能となる。この実施形態において、交換チャンバ１６
は、その下部に、長手方向通路部を備えてもよい。これをそなえることにより、流体の混
合物が、交換チャンバ１６の真下に位置する水平パネル３３上へと直接流れることが可能
となる。もちろん、長手方向通路部の数、形状、およびサイズは、流体混合物の流れのわ
ずかな部分（minor fraction）が前記長手方向通路部を通過するように選択される。長手
方向通路部は、等しく、オリフィスおよび／またはスロットの形状であってもよい。
【００４５】
　分配プレート１２の下方において、分散システムが、前記システムの下流に位置する触
媒床１４にわたり流体を均一に分配するように、配置されていてもよい。分散システム１
９（図１参照）は、１個以上の分散装置を備えてもよい。分散装置は、各煙突１３と関連
付けられてもよく、いくつかの煙突１３間で共用されてもよく、或いは、分配プレート１
２の全ての煙突１３間で共用されてもよい。各分散装置１９は、実質上平坦かつ水平な形
状・配置を有するが、その周囲はどのような形状を有していてもよい。更に、各分散装置
１９は、異なる高さで位置していてもよい。有利には、前記分散装置は、格子の形状であ
り、且つ／或いは、任意にはディフレクターを備えていてもよい。有利には、格子（単数
または複数）の軸は、好ましくは、反応器のチャンバの長手方向軸に直交しており、これ
により反応器のチャンバの半径方向断面全体にわたる流体混合物の分配が改良される。分
散システムと、その直下に位置する固体細粒（granules）床の間の距離は、煙突１３の出
口において、気相および液相の混合状態を出来る限りそのままの状態で保持することを目
的として、選択される。
【００４６】
　好ましくは、分配プレート１２と、前記分配プレート１２の下方に位置する触媒床１４
の間の距離は、５０～４００ｍｍ、好ましくは１００～３００ｍｍである。分配プレート
１２と前記分散装置１９の間の距離は、０～４００ｍｍ、好ましくは０～３００ｍｍであ
る。ある特定の実施形態において、分配プレート１２は、分散装置１９上に位置する。
【００４７】
　背景技術に記載された装置と比較すると、一層より具体的には特許文献１（ＦＲ２８２
４４９５）に開示された装置と比較すると、本発明による混合・分配装置は以下の利点を
有する：
　―　良好な熱効率を有する点、および流体が効果的に、良好に混合される点；
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　―　交換チャンバ１６の開口部３１の存在、且つ、交換チャンバ１６の開口部３１の上
方、および分配プレート１２の煙突１３の上方、或いは分配プレート１２の煙突１３上に
位置する、複数の水平パネル３３の存在により、流体が、分配プレート１２上に良好に分
配される点；
　―　混合帯域（Ｂ）が分配帯域（Ｃ）の中心軸に対してずれていると、装置の下方およ
び／または上方に位置する触媒の充填および／または取出しの作業を行うのが非常にたや
すくなる点であり、これは、もはや装置を分解する必要がないためである；
　―　本発明による装置により、コンパクト性が著しく向上する点；
　ただし、交換チャンバが、水平パネル３３上に直接載置されており、水平パネル３３自
体が、分配プレート１２の煙突１３上に直接載置されている場合、および／または収集管
７および注入手段８が、混合帯域（Ｂ）内に位置している場合。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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